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た。双対マイスナー効果を QCD 真空で実現するためには，非可換ゲージ理論である QCD が可換ゲージ理論として
取り扱えること，及び QCD がモノポールを含み，そしてそのモノポールがボーズ凝縮すること， の 2 点が QCD に
対して要請され名。それら 2 つの要請を実現するゲージとして現在最も有力なのが最大可換 (MA) ゲージである o












ために， MA ゲージにおけるグルーオン伝播関数及び非対角グルーオンの有効質量に関する研究を SU(2) 格子 QCD
モンテカルロシミュレーションを用いてf子なった。
その結果， MA ゲージでは， r:; O .4fm の赤外領域におけるグルーオン伝播関数に対してアーベリアン・ドミナン
スが成り立っていることがわかった。さらに， r:;:; O.2fm の領域では，非対角グルーオンは A1ch'"'-'O.94GeV の有効
質量をもっベクトルボソンとして振舞うことがわかった。それゆえ，非対角グルーオンの影響は r-:>> Aι1 =O.2fm と







ことは， r=Mふl~ 0.2fm がアーベリアン・ドミナンスが起こるか起こらないかの境界であることを意味する。 r 三三










雨宮君はその特別のゲージとして最大可換 (MA) ゲージを採用し，そこでの QCD の特徴を格子 QCD を用いる
事により研究した。 MA ゲージでは可換グルオンと電荷グルオンはその性質が異なってくる。その違いをそれぞれの
相関関数を計算することにより示し，可換グルーオンは長距離までその相関が続くが，電荷グルオンではその相関が
短距離にしか及ばないことを示した。定量的には電荷グルオンは約 1 GeV の質量を持つことを示した。従って，
QCD では、MA ゲージを採用することによりその長距離(低エルネギー)の物理の記述の為には近似的に，可換グル
オンのみで記述できることを示したことになる。
これらの研究内容は学術的内容が高く，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるD
